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春
の
叙
勲
で
、
小
松
三
智
義
さ
ん
（
西
町
）
が

社
会
福
祉
功
労
で
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
賞
さ
れ
、

五
月
六
日
岐
阜
県
庁
で
岐
阜
県
知
事
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
松
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
か
ら
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
五

十
八
年
か
ら
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
の

総
務
を
務
め
る
な
ど
、
長
き
に
わ
た
り
地
域
福
祉
、

高
齢
者
福
祉
等
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
間
宮
金
一
さ
ん
（
弥

生
町
）
が
海
上
保
安
功
労
で
「
瑞
宝
双
光
章
」
を

受
賞
さ
れ
、
六
月
上
旬
、
名
古
屋
第
四
管
区
海
上

保
安
本
部
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　
間
宮
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
名
古
屋
海

上
保
安
本
部
に
入
管
さ
れ
、
敦
賀
海
上
保
安
部
三

国
海
上
保
安
署
長
を
初
め
、
昭
和
六
十
年
四
月
か

ら
は
四
日
市
海
上
保
安
部
次
長
と
し
て
、
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
三
十
八
年
余
に
わ
た
り
、
海
上
保
安

官
と
し
て
危
険
か
つ
厳
し
い
勤
務
環
境
の
な
か
、

職
務
に
献
身
的
に
勤
め
る
な
ど
、
国
家
公
共
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
淺
野
武
男
さ
ん
（
春

日
町
）
が
警
察
功
労
で
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
賞

さ
れ
、
五
月
十
三
日
岐
阜
県
庁
で
岐
阜
県
警
察
本

部
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
淺
野
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
五
月
に
愛
知
県

巡
査
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
に
は
岐

阜
県
巡
査
と
な
り
、
各
警
察
署
勤
務
を
経
て
昭
和

六
十
二
年
か
ら
は
警
部
補
と
し
て
、
退
職
さ
れ
る

ま
で
の
四
十
年
余
に
わ
た
り
、
適
切
な
市
民
警
察

活
動
を
は
じ
め
、
重
要
事
件
の
捜
査
や
効
果
的
な

業
務
運
営
の
推
進
に
努
め
ら
れ
、
治
安
維
持
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
中
島
光
雄
さ
ん
（
松

栄
町
）
が
警
察
功
労
で
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
賞

さ
れ
、
五
月
十
三
日
岐
阜
県
庁
で
岐
阜
県
警
察
本

部
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
岐
阜
県
巡

査
に
採
用
さ
れ
、
羽
島
警
察
署
及
び
各
務
原
警
察

署
勤
務
を
経
て
昭
和
六
十
二
年
か
ら
は
警
部
と
し

て
、
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
三
十
九
年
余
に
わ
た
り
、

適
切
な
市
民
警
察
活
動
を
は
じ
め
、
重
要
事
件
の

捜
査
や
効
果
的
な
業
務
運
営
の
推
進
に
努
め
ら
れ
、

治
安
維
持
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　笠松町春季戦没者追悼式が４月27日、笠松・松枝・下羽栗の

各地域の会場でしめやかに営まれました。

　遺族の皆さんが多数参列されるなか、広江町長の式辞に続いて、

県知事代理の服部岐阜地域福祉事務所長、加藤県議会議員、船

橋町議会議長の追悼のことばがあり、参列者や遺族の皆さんが

献花をして、戦没者のめい福を祈りました。

戦没者のめい福を祈る
　　　町春季戦没者追悼式

▲献花する遺族の皆さん（下羽栗会場）

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
小
松 

三
智
義
さ
ん

瑞
宝
双
光
章
　

         

間
宮 

金
一
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
淺
野 

武
男
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
中
島 

光
雄
さ
ん
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岐
阜
県
知
事
表
彰

　
　
　
青
谷 

美
惠
子
さ
ん

　
平
成
十
七
年
度
岐
阜
県
知
事
表
彰
が
五
月
十
八

日
、
県
民
文
化
ホ
ー
ル
未
来
会
館
で
行
わ
れ
、
各

界
功
労
者
表
彰
の
統
計
部
門
で
青
谷
美
惠
子
さ
ん

（
下
新
町
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
谷
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
か
ら
現

在
ま
で
統
計
調
査
員
と
し
て
、
各
種
統
計
調
査
に

従
事
し
、
統
計
調
査
の
普
及
と
発
展
に
努
め
ら
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
情
報
公
開
制
度
】

　
平
成
十
六
年
度
分
の
公
開
状
況
は
、

一
件
の
請
求
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

　
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
、
個
人

情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
は
、
開

示
、
訂
正
、
削
除
の
請
求
お
よ
び
不

服
申
立
て
は
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

情
報
公
開
制
度
・

個
人
情
報
保
護
制
度

　
　
　
　
　
実
施
状
況

▲行政情報資料コーナー（役場1階）

第
三
回 

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

▽
笠
松
町
行
財
政
改
革
推
進
委

　
員
会
設
置
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
補
助
金
等
支
出
の
公
益
性

　
な
ど
を
審
議
す
る
た
め
、
行

　
財
政
改
革
推
進
委
員
会
内
に

　
小
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
。

▽
笠
松
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
特
定
の
事
業
系
一
般
廃
棄

　
物
の
処
理
に
関
す
る
手
数
料

　
を
規
定
す
る
も
の
で
、
笠
松

　
競
馬
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
馬

　
糞
の
処
理
費
用
を
全
額
事
業

　
者
負
担
と
す
る
も
の
。
な
お
、

　
そ
の
他
の
事
業
系
一
般
廃
棄

　
物
の
処
理
に
関
し
て
は
、
今

　
ま
で
ど
お
り
手
数
料
徴
収
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
笠
松
中
学
校
北
舎
耐
震
補
強
・

　
大
規
模
改
造
工
事
（
建
築
）

　
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
東
・
南
舎
に
引
き
続
き
笠

　
松
中
学
校
北
舎
の
耐
震
補
強

　
と
大
規
模
改
造
を
実
施
す
る

　
た
め
の
工
事
請
負
契
約
の
締

　
結

　
契
約
金
額

　
　
一
億
六
千
二
百
五
十
四
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
大
日
本
土
木
（
株
）

▽
平
成
十
七
年
度
笠
松
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　
前
述
の
条
例
改
正
に
よ
る

　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
お

　
よ
び
小
委
員
会
の
開
催
に
伴

　
う
委
員
報
酬
等
経
費
お
よ
び

　
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理

　
に
か
か
る
委
託
料
な
ど
総
額

　
四
百
五
十
二
万
二
千
円
を
増

　
額
補
正
す
る
も
の
。

　
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
被
害
を
な

く
そ
う
」
と
『
笠
松
も
み
じ
交
通
安

全
指
導
隊
』
が
交
通
安
全
協
会
笠
松

支
部
と
町
交
通
安
全
婦
人
の
皆
さ
ん

で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
十
五
日

に
出
発
式
を
行
い
、
早
速
高
齢
者
世

帯
を
訪
問
し
、
反
射
材
な
ど
を
配
布

し
て
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
県
内
の
交
通
事
故
死
者
の
う
ち
高

齢
者
が
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、
特

に
羽
島
警
察
署
管
内
で
笠
松
町
は
高

齢
者
世
帯
が
多
く
、
啓
発
の
重
点
地

域
と
な
っ
て
お
り
、
出
発
式
の
四
日

前
に
も
米
野
地
内
で
高
齢
者
が
被
害

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
隊
の
訪
問
を
受
け
た
か
た
も

「
夜
の
外
出
の
時
に
は
、
反
射
材
を

身
に
つ
け
、
事
故
に
は
充
分
気
を
つ

け
ま
す
。
」と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

▲高齢者に交通安全を呼びかける指導隊

出発!
笠
松
も
み
じ
交
通

　
　
　 

安
全
指
導
隊

　
　
高
齢
者
世
帯
を
訪
問

　
平
成
十
七
年
第
三
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
五
月
十
二
日
開
催
さ

れ
、
次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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んさ町 内 会 長 んさ町 内 会 長

▲キビキビとした動作で「猪の子工」作業をする団員

洪水に備え水防演習洪水に備え水防演習洪水に備え水防演習
木曽川右岸地帯水防事務組合

▲手際よく「シート張り工」に取り組む団員

　
木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務
組
合

（
管
理
者
　
広
江
町
長
）
主
催
の
水

防
演
習
が
五
月
八
日
、
笠
松
競
馬
場

三
角
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
演
習
は
、
出
水
期
を
前
に
団
員
の

士
気
の
高
揚
と
作
業
能
力
の
向
上
を

図
り
水
防
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
笠
松
町
を
は
じ
め
各
務
原

市
、
岐
南
町
、
柳
津
町
か
ら
十
五
水

防
団
約
三
百
九
十
人
が
参
加
。
梅
雨

前
線
と
台
風
の
影
響
で
木
曽
川
上
流

に
大
雨
が
降
り
、
犬
山
で
警
戒
水
位

が
突
破
し
た
と
い
う
想
定
で
、
団
員

た
ち
が
本
番
さ
な
が
ら
に
「
月
の
輪

工
」
や
「
シ
ー
ト
張
り
工
」
な
ど
十

二
工
法
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
長
年
水
防
団
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
へ
表
彰

状
の
伝
達
と
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
国
土
交
通
大
臣
表
彰
（
伝
達
）

　
笠
松
水
防
団
　
団
長
　
船
橋
義
明

▼
岐
阜
県
知
事
表
彰
（
伝
達
）

【
紫
功
労
賞
】

　
岡
崎
　
　
晃
、
森
　
　
　
修

　
松
原
　
泰
三
、
田
島
　
元
雄

　
田
島
　
　
優
、
鏡
　
　
秀
明

　
古
川
　
秋
夫

【
紅
功
労
賞
】

　
田
島
　
正
年
、
吉
田
　
眞
吾

　
林
　
　
幹
朗
、
柴
田
　
敏
夫

▼
管
理
者
表
彰

【
功
労
賞
】

　
森
　
　
岸
夫

【
勤
労
章
一
号
】

　
岡
本
　
勝
利
、
岩
井
　
　
亘

　
山
田
　
　
勝
、
野
々
部
誠
司

【
勤
労
章
二
号
】

　
中
島
　
　
修
、
森
　
　
　
社

　
松
原
　
伸
司
、
岩
田
　
　
　

　
安
田
　
邦
彦
、
福
井
　
　
充

　
青
木
　
好
一
、
森
　
　
邦
男

　
中
島
　
祥
行

当
町
関
係
分

（
敬
称
略
）
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町
内
会
連
合
会
・
自
主
防
災
会

協
議
会
の
臨
時
総
会
が
四
月
二
十

日
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
十
六
年
度
事

業
報
告
お
よ
び
決
算
の
承
認
と
、

欠
員
と
な
っ
た
役
員
の
選
出
が
行

わ
れ
、
新
役
員
に
次
の
皆
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

副
会
長

内
藤
吉
雄
（
天
王
町
）

川
本
清
彦
（
西
金
池
町
）

藤
井
和
郎
（
円
城
寺
）

会
計

淺
野
武
男
（
春
日
・
東
陽
・
常
盤
町
）

町内会連合会総会・
自主防災会協議会

－臨時総会を開催－

んんさ町 内 会 長 んさ町 内 会 長 んさ町 内 会 長
のご紹介

　町と町民の皆さんの間に立
って、「住んでよかった」「住
みやすい」町づくりのために
ご協力いただいている町内会
長の皆さんをご紹介します。

町内会名 役員名 氏　　名 町内会名 役員名 氏　　名 町内会名 役員名 氏　　名

笠
　
　
　
松
　
　
　
地
　
　
　
域

笠
　
　
　
松
　
　
　
地
　
　
　
域

松
　
　
　
枝
　
　
　
地
　
　
　
域

下
　
羽
　
栗
　
地
　
域

松栄町1丁目

松栄町2丁目

松栄町3丁目

緑 町

春 日 町

若 葉 町

西 金 池 町

奈 良 町

二 見 町

宮 川 町

八 幡 町

県 町

司 町

港 町

上 本 町

下 本 町

上 新 町

中 新 町

下 新 町

新 町

弥 生 町

清 住 町

美笠通1丁目

美笠通2丁目

美笠通3丁目

友 楽 町

桜 町

瓢 町

西 宮 町

東 宮 町

西 町

柳 原 町

朝 日 町

泉 町

天 王 町

大 池 町

門 前 町

上 柳 川 町

下 柳 川 町

理事

会計

副会長

理事

理事

理事

理事

理事

監事

会長

理事

理事

副会長

理事

田 代 東

田 代 中

田 代 西

長 池 東

長 池 西

長 池 北

北 及 第 1

北 及 第 2

南 栄 町

北 門 間

中 門 間

下 門 間

円 城 寺

中 野

無 動 寺

江 川

米 野

円城寺厩舎

理事

理事

監事

会計

理事

理事

副会長

副会長

理事

理事

和 田 真 弓

山 田 忠 彦

小 宮 義 美

葛 谷 賢 治

淺 野 武 男

野 田    忠

川 本 清 彦

杉山鉦二郎

粕谷太刀男

河 合 敏 郎

杉 山 武 彦

足 立   勇

記 野 正 充

山 川 道 雄

高 木 俊 一

青 井 元 保

木 村 文 雄

柴 田    進

大 塚 泰 造

小 川 圭 治

田 中 昌 夫

吉 田 峰 三

村 瀬 勝 彦

尾藤富士雄

田 中 荘 介

山 田 善 夫

丹 下 忠 彰

菊 園 良 夫

岩 田 良 三

伏 屋 彰 三

伊 藤 芳 廣

箕 浦 国 夫

松 枝 正 義

桑 原 健 一

内 藤 吉 雄

河 村 克 己

山 内 司 郎

松 本    堆

大 野 健 司

大 江 康 夫

長谷川浩平

浦 田   勝

大 野   進

足 立   薫

阿 部 廣 行

古 藤 泰 彦

奥 田 英 輔

森 田 修 年

三 田 信 夫

岩  村       昭

加 藤   定

藤 井 和 郎

田 島   征

松 原 亘 弘

岩 田   徹

森   英 信

池 田   寛  

平成17年5月1日現在（敬称略）

洪水に備え水防演習
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イエローカードの撲滅を目指して！イエローカードの撲滅を目指して！イエローカードの撲滅を目指して！

　町では、ルール違反されたごみに年間約10,000枚ものイエローカードを貼付しており、そ
のごみは、町の美観や環境を損ない、地域の皆さんに迷惑をかけています。
　そこで、今月号からイエローカードの撲滅のため、品目別にそれぞれの注意点等をお知ら
せします。

資源とごみの出し方のルールを守りましょう

その1 プラスチック製容器包装

・プラスチック製容器包装とは？

・よくあるルール違反! プラスチック製品そのものや、汚れ（食品）が付着しているトレイ、袋、パックです。

・なぜダメなの？

・では、それらの「ごみ」はどうするの？

マークが付いているものです。

　容器包装リサイクル法に基づき、リサイクルを行っていますが、プラスチック製品そのも
のであるおもちゃなどはリサイクルの対象にされていないからです。
　また、汚れているものがダメなのは、収集されたものを、リサイクル工場にて様々な製品
に生まれ変わるよう加工していますが、汚れは不純物であり、製品とならないからです。

「燃える大型ごみ」または「家庭用燃えるごみ」の収集日に出してください。

各家庭での正しい分別をお願いします。

収集量136トン　リサイクル量93トン　処分量43トン（平成16年度）

　処分量43トンとは、リサイクル工場にて梱包作業時に発見されたルール違反ごみの量です。
そして、そのルール違反ごみを取り除くのは大変な作業であり、多額の費用がかかります。

・収集されたものの中にも？

食品のトレイ（白色・色付・柄付） お菓子や野菜の袋 卵や豆腐のパック

プラスチック製のおもちゃ プラスチック製のバケツ プラスチック製の小物入れや水差し

発泡スチロール

歯ブラシ
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イエローカードの撲滅を目指して！

写真付の「住基カード」は身分証明書になります

住基カードの公的な証明書としての活用

航空会社の各種割引
運賃適用の際に

JR各社ジパングク
ラブの加入の際に

障害者等の少額預金の利子
所得非課税等の申請の際に

戸籍の届出の際に 行政機関の個人情報
開示請求の際に

外国へ向けての支払い等
の特定為替取引の際に

利子、配当、償還金等
の支払いを受ける際に

特定口座開設届出書
の提出の際に

　笠松町に住民登録のあるかたは、役場住民課窓口に申請すれば、住民基本台帳カード（住基カード）の交付が
受けられます。カードは写真付と写真なしの2種類あり、写真付は免許証やパスポートなどと同様に身分証明書
として利用できます。
【申請時の持ち物】漓印鑑　滷本人確認ができるもの（免許証、パスポート、健康保険証、年金手帳（証書）な
ど）澆写真付の場合は写真1枚（たて4.5cm×よこ3.5cmのもの、6カ月以内に撮影したもの・無帽、正面、無背景のもの）
【交付手数料】1枚　500円【問合先】住民課戸籍住民担当（内線122・123）

町民バレーボール大会
4月24日（日）

町民体育館

優　勝　田代中・田代西

準優勝　南栄町

３　位　長池・北門間・下門間・西宮町

町民グラウンドゴルフ大会
4月24日（日）

笠松港公園（敬称略）

優　勝　森　　敏朗（米野）

準優勝　森　　茂徳（田代）

３　位　小宮　義美（松栄町）

特別賞　加藤　　勝（円城寺）

　〃　　遠松　　明（門前町）

　〃　　神田　博吉（清住町）

　〃　　堀　　重子（米野）

　〃　　野田キヨ子（米野）

スポーツ
レクリエーション

　
近
年
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り
す

ま
し
て
転
入
届
や
転
出
届
な
ど
を
行

う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
正
な
届

出
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
六
月

一
日
か
ら
窓
口
で
本
人
確
認
の
徹
底

を
行
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
届
出
】

　
転
入
届
、
転
居
届
、
転
出
届
、
世

　
帯
変
更
届

【
本
人
確
認
の
対
象
者
】

　
対
象
と
な
る
届
出
を
し
た
か
た
（
届

　
出
人
）

【
本
人
確
認
の
方
法
】

　
次
の
書
面
の
提
示
に
よ
り
確
認

・
官
公
署
の
発
行
す
る
顔
写
真
の
貼

　
付
さ
れ
た
身
分
を
証
明
す
る
書
面

　
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民

　
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

・
身
分
証
明
書
に
準
ず
る
証
明
書

（
健
康
保
険
証
な
ど
）

　
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
か

た
で
も
届
出
は
で
き
ま
す
が
、
本
人

確
認
の
た
め
に
「
住
民
異
動
受
理
通

知
」
を
異
動
者
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
先
】

　
住
民
課
戸
籍
住
民
担
当

（
内
線
１
２
２
・
１
２
３
）

住
民
異
動
届
の
際
に
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

6月1日から

7



BOX 箱
情報情報

お
知
ら
せ

募
　
集

お
願
い

胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん検診について 福祉健康課

　胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん検診について次のとおり実施します。
《病院検診》
　胃がん、大腸がん、肺がん検診
１　検診期間
　6月1日（水）～8月31日（水）
２　検診機関

※かさまつホームカレンダーに掲載しています日程が、変更になっていますので、ご注意ください。
　すでにはがきでご案内している検診日で、ご都合の悪い場合は、他の検診日に受診してください。
　３月に行いました「健康診査申込書」で申し込まれたかたには、すでにはがきでご案内をしておりますが、申
し込まれなかったかたで検診を希望されるかたは、福祉健康課（健康担当）までご連絡ください。

《集団検診》
　胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん検診
１　検診日・検診場所

役 場

北 事 務 所
福 祉
健康センター
中央公民館
（町体育協会事務局）

歴史民俗資料館

蕁388-1111
蕭387-5816
蕁387-6266

蕁388-7171

蕁388-3231

蕁388-0161

松枝公民館

下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館
町社会福祉
協 議 会

蕁387-0156

蕁387-2360

蕁387-8432

蕁387-1121

蕁387-5332

〈お問い合わせは〉

医療機関名 住　　　所 電話番号 医療機関名 住　　　所 電話番号

愛 生 病 院 円城寺971 388-3300 羽島クリニック 門間57 8 - 1 387-6161

伊 藤 医 院 上 本 町 1 3 387-2257 松 波 総 合 病 院 田代18 5 - 1 388-0111

岩 村 医 院 門間 1 2 7 0 387-0180 ※電話予約は午後2時30分から4時30分に健診科へ

片山クリニック 田代1098-1 388-8700 吉 田 胃 腸 科 門前町67-2 387-2217

小 寺 医 院 美笠通3-20 387-4504 こ め の 医 院 米 野 2 4 3 387-6010

杉 山 内 科 医 院 奈良町119 388-3600 ※大腸がん検診のみ

検　　診　　項　　目
胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん

月  日 曜日 場　　　所

6月2日
3日
6日
7日
8日
10日
13日
14日
22日
28日

7 月6日

木
金
月
火
水
金
月
火
水
火
水

福祉会館
福祉会館

福祉健康センター
福祉健康センター
福祉健康センター
総合会館

スポーツ交流館
総合会館
福祉会館
福祉会館

福祉健康センター

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
－
●
－
●
－
－
●
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情 報 Ｂ Ｏ Ｘ 箱

体育施設
の

利用抽選会

運動場・テニスコート（7月分）
【月　日】6月25日（土）
【時　間】午後7時30分～
【場　所】中央公民館

心の健康相談 福祉健康課

　心の健康に関する相談に、精神科医師が応じます。

　お気軽にご相談ください。

【月　日】6月15日（水）
【時　間】午後2時～3時
【場　所】福祉健康センター
【相談員】精神科医師、岐阜地域保健所保健師
【申込期限】6月14日（火）
【申込先】福祉健康課

使用済みとなった食用油の回収 環境経済課

　家庭で使用済みとなった食用油の回収を町婦人会・

生活学校の協力で、次のとおり実施しますので、ご

利用ください。

【月日】6月15日（水）
【時間】午前9時30分～11時30分
【回収場所】役場、中央公民館、松枝公民館、下羽

栗会館

※新聞紙・牛乳パック・ダンボール

　アルミ缶も同時に回収します。

町民卓球大会 町体育協会

【月　日】7月3日（日）
【時　間】午前9時15分～
【場　所】総合会館
【参加資格】町内に在住在勤のかた
【種　目】　蜷一般男子・女子の部　蜷中学生男子・
　女子の部　蜷小学生の部　蜷混合ダブルスの部　
　蜷ラージボールの部
【参加料】１人100円（大会当日徴収）
【申込期限】6月22日（水）
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内）
　　　　　蕁388-3231

家庭教育シリーズ講座①
　町では、家庭の教育力をステップアップし、元気
な家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を
開催します。
　第1回目は、松枝小学校PTAの皆さんと共催して次
のように行います。お父さん、お母さん、ぜひお出
かけください。
　なお、当日は、託児室を設けていますのでご利用
ください。
【日　時】６月26日（日）午前10時～11時30分
【会　場】松枝公民館
【テーマ】「子どもが危ない、親としての関わり方」
　講師　中央子ども相談センター
　　　　　　　　　　　家庭支援課　中島康徳　氏

児童手当の現況届
【提出期限】6月30日（木）
【提出先】笠松地域　役場福祉健康課
　　　　　松枝地域　福祉健康センター

　　　　　下羽栗地域　総合会館

【持参するもの】
・認定請求書（現況届）

・印鑑

・厚生年金等加入者は、年金加入証明書

※届出をされないと6月からの児童手当が受けられな

　くなりますので、必ず期限までに手続きをしてく

　ださい。

町職員を募集
【採用予定人員】　事務職員　２名程度
【受験資格】

【試験日時・場所・方法】

【採　　用】　平成18年４月１日
【申込期間】　７月１日（金）～８月１日（月）
【申込方法】　７月１日以後、役場総務課に申込用紙
がありますので、必要事項を記入のうえ提出してください。
郵送による場合は、８月１日消印分まで有効です。
【申込・照会先】〒501-6181 笠松町司町1
　　　　　　　　笠松町役場総務課（内線223～225）

福祉健康課

総務課

中央公民館

区　分 第１種（大学卒業程度） 第２種（高校卒業程度）

年齢要件

その他

昭和53年４月２日から
昭和59年４月１日まで
に生まれたかた

昭和57年４月２日から
昭和63年４月１日まで
に生まれたかた

・日本国籍を有するかた
・成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む。）
　でないことやその他公務員として法律的に欠
　格事項がないかた

区　　分 第１種・第2種

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

（
第
１
次
合
格
者
の
み
）

日　時

場　所

試験方法

日　時

場　所

試験方法

９月１８日（日）　午前８時３０分

役　　　　　場

教養試験・事務適正検査・作文試験・適正検査および体力検査

１０月中旬予定

役　　　　　場

口　述　試　験
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BOX 箱
情報情報

お
知
ら
せ

募
　
集

お
願
い

ソフティバレー体験講習会
町体育指導委員会

【月　日】6月11日（土）
【時　間】午後7時30分～
【場　所】松枝小学校体育館
【参加費】無料
【問合先】中央公民館
※運動のできる服装で、お出かけください。

統計調査員を募集しています
企画課

　町では「国勢調査」や「工業統計調査」などの各種

統計調査に従事していただく統計調査員を募集してい

ます。応募いただいたかたは調査員として登録され、

調査の内容、登録者のかたの適性と都合等を考慮し、

承諾いただいた調査に関して国や県から任命を受け、

調査にあたっていただきます。登録は随時受け付けま

す。詳しくは企画課へおたずねください。

〔応募資格〕
●年齢20歳以上の健康なかた

●統計調査に熱意があり、責任感のあるかた

●秘密が保持できるかた

●警察、選挙、徴税事務などに関わっていないかた

みんなで遊ぼう児童館
児童館

　児童館はこんなところです。皆さん気軽に遊びに来

てください。

・赤ちゃんから中学生までが遊べるところ

・お友達ができるところ

・ワクワクする楽しいことがあるところ

・お母さん、お父さん、おじいさん、おばあさんが子

　どもと楽しめるところ

・いろいろな情報が得られるところなど、さまざまな

　遊びや玩具、児童用図書をそろえています。

【開館時間】午前8時30分～午後5時
【休館日】毎週月曜日、年末年始
【利用できるかた】小学生、中学生、保護者同伴の乳
　　　　　　　　　幼児

【遊びの内容】卓球、バドミントン、折り紙、ぬり絵
　　　　　　　など

○小学生行事

　今月は「たなばた会」などを予定

○幼児親子行事

　「ピヨピヨひろば（月2回程度）」

　「手づくりクラブ（月1回程度）」

○自主的に活動しているサークルもあり

　ます。

【問合先】児童館　蕁388-0811

「笠松町文化財めぐりガイド」町ホームページ
に掲載！ 教育文化課・文化財保護審議会

町では、町内にある文化財を広く町民の皆さんに紹介

し、学習などの資料として活用していただくために「笠

松町文化財めぐりガイド」を発行しています。

　6月より、「いつでも、どこでも、だれでも」見る

こ と が で き る よ う に 、 町 の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.town.kasamatsu.gifu.jp/）に「笠松町

文化財めぐりガイド」を掲載します。

　ホームページの「暮らしの手引き　文化・交流」を

クリックし、さらに、「笠松町文化財めぐりガイド」

の項目をクリックすると、そのガイドの内容を見るこ

とができます。町内の文化財を調べたり、プリントア

ウトして活用したりして、笠松町の文化、歴史に一層

興味をもっていただければさいわいです。

役 場

北 事 務 所
福 祉
健康センター
中央公民館
（町体育協会事務局）

歴史民俗資料館

蕁388-1111
蕭387-5816
蕁387-6266

蕁388-7171

蕁388-3231

蕁388-0161

松枝公民館

下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館
町社会福祉
協 議 会

蕁387-0156

蕁387-2360

蕁387-8432

蕁387-1121

蕁387-5332

〈お問い合わせは〉

第27回青少年の主張大会

主催
笠松町青少年育成町民会議
青少年教育部会

【月　日】6月19日（日）
【時　間】午後2時～
【場　所】中央公民館3階大ホール
【発表者】小・中学生および高校生

みんなで
来てね!!
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情 箱

「転倒予防教室」参加者募集
福祉健康課

  今までは、少しの段差では転ぶことがなかったこと
が、ふらつくようになったり、転んでしまったりしま
せんか。「転ぶ」ことにより、骨折や寝たきりにつな
がっていきます。
　そこで、下記のとおり「転倒予防教室」を開催しま
す。「転ばない」「転んでも骨折しない」身体作りを
始めましょう。
【日　時】　6月15日（水）午前9時から11時まで（受
　付は午前9時から9時15分まで）
【場　所】　福祉健康センター
【対象者】　65歳以上のかたで下記に該当するかた
１骨粗しょう症検診で要精検及び要医療のかた。また
　は医師が必要と認めたかた。
２その他受講希望のかた
【持ち物】　検診結果票・健康手帳（あるかた）
【申込先】　福祉健康センター蕁388-7171

一般住宅用太陽光発電システム補助の応募受付
（財）新エネルギー財団

【応募資格】一般住宅用の太陽光発電システム（太陽
電池出力が9.99kwまでのもの）を設置し、電力会社
と電灯契約を締結するかた
※応募申込みを受理した日から2カ月以内に工事が着
工でき、新築で着工から6カ月以内、既築で着工から3
カ月以内または平成18年3月10日のいずれか早い日ま
でに工事を完了できることが条件となります。
【補助金額】太陽電池出力1キロワット当たり2万円
【募集期限】平成18年2月20日（月）
【申込・問合先】〒102-8555　東京都千代田区紀尾井
町36秀和紀尾井町パークビル6階
（財）新エネルギー財団太陽光発電部蕁03-5275-3046

交通遺児育成資金貸付
自動車事故対策機構岐阜支所

　自動車事故で保護者が亡くなったり、重度の後遺症
障害が残った場合、その家庭のお子さんを対象にした
育英資金の無利子貸付が受けられます。
【貸付金】一時金15万5千円、月額2万円、小中学校入
　　　　　学時支度金4万4千円
【対象者】0歳～中学生（一定の条件有り）
【問合先】〒500-8842　岐阜市金町4-30　明治安田生
命ビル　自動車事故対策機構岐阜支所　蕁263-5128

ぎふ地区歴史探訪講座参加者募集
岐阜教育振興事務所

　岐阜地区社会教育振興協議会主催の「ぎふ地区歴史

探訪講座～ふれよう　学ぼう　ぎふの文化と歴史～」

を開催します。是非ご参加ください。

報 Ｂ Ｏ Ｘ

【日時・講座内容】

※各講座2時間程度

【受講料】1,000円（全講座分）
　第1回講座のとき集金します。

【定員】200人（先着順）
【申込期間】6月1日（水）～30日（木）
【申込方法】往復はがき（1枚につき1人まで）に郵
便番号、住所、氏名、電話番号、「ぎふ地区歴史探

訪講座の参加希望」と明記し、「返信用」に宛先を

記入して投函してください。

【申込・問合先】
〒501-8708

岐阜市司町1　岐阜総合庁舎内岐阜教育振興事務所　

地域教育課　蕁264-1111

開催日時・会場 内容・テーマ・講師

①　7／23（土）
10:00～
岐阜市
岐阜市歴史博物館

ルイス・フロイスが見た
信長居館
岐阜市歴史博物館主幹
　　　　　高木　洋　氏

②　7／30（土）
10:00～
本巣市
根尾文化センター

濃尾地震と横ずれ断層

岐阜大学教授・理学博士
　　　　小井土由光　氏

③　8／20（土）
10:00～
各務原市
市立中央図書館

織田信長と川並衆との関
係
川並衆代表
　　　　松原　清史　氏

④　8／27（土）
10:00～
瑞穂市
市民センター

犀川事件に学ぶ

前穂積町教育長
　　　　後藤　時男　氏

⑤　10／22（土）
10:00～
羽島市
文化センター

羽島が生んだ二人の偉大な建築家　
－坂倉準三と山田守－
羽島市文化財審議会委員
　　　　鈴木正太郎　氏

⑥　11／19（土）
10:00～
山県市
文化の里花咲きホール

御野国山方郡についての
諸問題
埋蔵文化財調査事務所長
　　　　西村　覺良　氏
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BOX 箱
情報情報

お
知
ら
せ

募
　
集

お
願
い

清流（SPⅢ）シリーズ
5月30日（月）　 馬瀬川特別
 31日（火）　 木曽川特別（JRAとの指定交流）交流の指定交定交交交流の指
6月 1日（水）　 第23回ローレル争覇
 2日（木） 吉田川特別
 3日（金）　 日刊スポーツ杯　第杯　第　第第第　第第　第第2929292929 ンカップンカップ回サラ・クイーンカンカンカンカ回回サ回回回サ
サマーカップ（SPⅢ）シリーズ
6月19日（日）　 あじさい特別
 21日（火）　 花しょうぶ特別
 22日（水）　 JRAスプリンターズステークストライアル地区地区区地区
　　　　　　  代表選定競争第28回サマーカップ（SP蠱））
 23日（木）　 水無月特別（JRAとの指定交流）
  あやめ賞（JRAとの指定交流）
 24日（金）　 紅ばら特別

http://www.kasamatsu-keiba.com/

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
取
り
壊
す
の

　
　
　
で
す
が
、
町
で
は
、
何
か
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
取
り
壊
し
た
り
、

　
　
　
新
し
く
生
け
垣
を
造
ら
れ
る

方
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、日ごろ町民の皆さ
んから役場へ寄せられる質問・意見な
どを回答とともに紹介します。

QA

役 場

北 事 務 所
福 祉
健康センター
中央公民館
（町体育協会事務局）

歴史民俗資料館

蕁388-1111
蕭387-5816
蕁387-6266

蕁388-7171

蕁388-3231

蕁388-0161

松枝公民館

下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館
町社会福祉
協 議 会

蕁387-0156

蕁387-2360

蕁387-8432

蕁387-1121

蕁387-5332

〈お問い合わせは〉

歯科休日診療当番医の変更

【期　日】6月5日（日）

【変更前】西垣歯科クリニック（北及）

【変更後】三輪歯科医院（円城寺）

ホームページにてレース映像配信実施中
NTTドコモ「FOMA」ライブ中継配信中

STOP THE　不法電波
電波利用保護旬間
6月1日～10日

不法無線局の相談　
蕁052-971-9472（不法アマチュア局）
蕁052-971-9643
（不法市民ラジオ、不法パーソナル無線）
テレビ・ラジオの受信相談　
蕁052-971-9648
総務省東海総合通信局　
ホームページアドレス(URL)http://www.tokai-bt.soumu.go.jp

不法電波は、犯罪です。
守ってください。電波のルール。

条件

補助額

ブロック塀等の除去 生け垣の設置

個人の住宅の敷地内に設
置されたブロック塀等で
道路に面した部分
・地盤高0.65m以下の高
さまで除去

個人の住宅の敷地内で道
路に面した部分
・高さ0.65m以上、幅
0.20m以上、延長3.00m
以上で、生け垣に適した
樹木

標準事業費　
1m当たり 7,800円
補助率  3／10
限度額            100,000円

標準事業費　
1m当たり           3,600円
補助率                  3／10
限度額              40,000円

【
問
合
先
　
総
務
課
】

歯の健康フェスティバル
羽島口腔保健協会

すこやかな歯の健康を願いむし歯予防デー
【日　時】6月5日(日)
　　　　午後1時～3時30分
【場　所】岐南町中央公民館
　　　　羽島郡岐南町八剣7-107　
　　　　蕁247-1334
【参加料】無料
【内　容】
・幼児パネルシアター
　『ホーじいさんと動物村の子どもたち』

　１回目　午後1時15分～1時45分

　２回目　午後2時15分～2時45分

・「高齢者よい歯のコンクール」
　自分の歯に自信のある方（70歳以上）のコンクール

　集合：1時　表彰式：午後１時30分から

※「賞品」を用意して皆さんの参加をお待ちしていま

　す。

・歯の健康優良児等の表彰
　表彰式：午後１時30分から

・小児、小学生のフッ素塗布
　時間：午後１時～３時

※歯をきれいに磨いてからお出かけください。

・歯の図画ポスターの展示
　時間：午後１時から

・クイズラリー
　対象者：小学生以下（正解者には景品があります。）

・歯の健康相談
　矯正、小児、入れ歯、歯周病、顎関節、その他歯科

　一般

※駐車場の関係上、できる限り乗りあわせでお願いし

　ます。
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6月の相談・ごみ・保健

保健（健診・予防接種・相談・教室など） 相　談

ご　み

今月の納税・納付

納期限　6月30日（木）まで

6月19日家庭の日
▼今月のテーマ
家族みんなで、郷土の文化にふれ、
　　　　　　ふるさとに学びましょう

岐阜県第7回「ごみ対策」川柳コンテスト佳作作品

収　集　内　容 収　　　　集　　　　日

家庭用燃えるごみ

古紙類等

紙製容器包装

金物・ガレキ類

カン・ビン・ペットボトル

プラスチック製容器包装

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

22日（水）

各収集地区　毎週１回
※祝日は、収集しません。

資源とごみのカレンダーで確認し
てください。

内　　　容 日（曜日） 受付時間 場　　所

心 配 ご と 相 談

悩 み ご と 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

身体障害者相談

  1日（水）

15日（水）
13：00～15：00 福祉会館

担当地域民生委員の在宅相談

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町57　蕁387-3718

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町20　蕁387-0812
　保母勝壽　弥生町30　蕁387-2782
　後藤　稔　北及1183　蕁388-1495
　杉原貴子　中野256　  蕁388-1496

在宅相談　身体障害者相談員
　南谷隆行　上本町26　蕁387-2247
　早水春生　西宮町131　蕁388-0029
　河尻和男　北及1902　蕁387-5788
　堀場靖隆　円城寺929　蕁388-3791

1期分
3期分
3期分

町 県 民 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料

内容

乳児健康診査・BCG予防接種

1歳6か月児健康診査・フッ化物塗布

3歳児健康診査・フッ化物塗布

お誕生教室

にこにこ教室

歯みがき教室

プレパマクラブ

育児相談・マタニティ相談

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

健　康　相　談

献　　　　　血

胃がん・大腸がん・肺がん検診
（集団検診） 

乳がん検診（集団検診）

日（曜日）

28日（火）

16日（木）

23日（木）

21日（火）

23日（木）

9日（木）

22日（水）

22日（水）

8日（水）

9日（木）

14日（火）

22日（水）

2日（木）

7日（火）

8日（水）

15日（水）

22日（水）

9日（木）

13日（月）

14日（火）

30日（木）

10日（金）

24日（金）

2日（木）

3日（金）

6日（月）

7日（火）

8日（水）

10日（金）

13日（月）

14日（火）

22日（水）

28日（火）

2日（木）

3日（金）

6日（月）

7日（火）

10日（金）

14日（火）

受付時間

13:20～14:10

13:10～13:50

13:20～14:00

9:20～9:30 

13:00～14:30

13:00～13:10

10:00～11:30

13:00～14:30

13:30～14:30

13:00～14:30

10:00～12:30

13:30～15:30

10:00～12:30

13:00～14:30

13:30～14:30

9:00～11:30

13:00～16:00

9:00～11:00

12:30～13:30

14:30～15:30

8:45～10:30

9:15～11:00

場所

福祉健康センター

第一保育所

福祉健康センター

下羽栗会館

福祉健康センター

笠松保育園

松枝保育所

福祉健康センター

総合会館

下羽栗保育所

福祉健康センター

福祉会館

下羽栗会館

福祉会館

岐阜県製品技術研究所

㈱光製作所

大洋電機（㈱

加藤組（㈱

東洋紡ミシン糸工業㈱
（旧東洋染色工業㈱）

福祉会館

福祉健康センター

総合会館

スポーツ交流館

総合会館

福祉会館

福祉会館

福祉健康センター

総合会館
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本
の
紹
介

本
の
紹
介

本
の
紹
介

本
の
紹
介

本
の
紹
介

古道具　中野商店

一般
著
者
　
川
上
　
弘
美

発
行
　
新
潮
社

　学生街の小さな店に集う人たちの、なん
ともじれったい恋。世代をこえた友情。どこ
かあやしい常連たち・・・。
　なつかしさと幸福感にみちた最新長編で
す。

8本あしの
ゆかいな仲間クモ

児童
著
者
　
谷
本
　
雄
治

発
行
　
く
も
ん
出
版

　身近にいるクモから、ギリシャ神話に登場
するクモ、はたまた源頼朝をたすけた？とされ
る歴史上のクモまでふしぎでゆかいなクモ
の話がいっぱい！

もどってきたぜ！

絵本
著
者
　
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
・
ド
・ペ
ナ
ー
ル

発
行
　
評
論
社

　昔話じゃオオカミは、3びきのコブタやヤギ
のおかあさんにとってもひどいめにあわされ
た。でも、もう昔のままじゃない！しっかりから
だをきたえてもどってきたぜ！だけどあれ？
日本初紹介の絵本です。

材料（4人分）

・ピーマン  6個

・ツナ（オイルづけ）　  1缶

・醤油　  少々

給食給食
大好き大好き
給食
大好き

今月のお休みは、6月30日（木）です。
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　
現
在
、
象
（
き
さ
）
の
会
短
歌
会

の
会
員
は
十
八
歳
で
詠
草
の
み
参
加

の
大
学
生
か
ら
八
十
歳
の
元
少
女
ま

で
の
年
齢
差
が
あ
り
な
が
ら
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
歌
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
病
床
か
ら
口
述
筆
記
で

傑
作
を
提
出
し
て
い
る
人
も
あ
り
、

生
き
て
い
る
証
を
残
そ
う
と
苦
し
み

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
二
年
に
一
度
は
合
同
歌
集
を
発
行
し
、

時
に
は
文
学
散
歩
に
も
出
か
け
て
い

ま
す
。
紙
と
エ
ン
ピ
ツ
が
あ
れ
ば
充

分
で
、
作
品
の
内
容
は
自
由
で
す
。

一
度
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
日
】
毎
月
第
１
月
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館

【
連
絡
先
】
西
町
　
加
藤
ゆ
き
こ 

宅

　
　
　
　
　
蕁
３
８
７
・
２
９
０
５

なかまなかま 紙とエンピツがあれば　象の会短歌会

超スピード朝ごはんのおかず

　
け
さ
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し

た
か
？
朝
ね
ぼ
う
を
し
て
、
食
べ

な
か
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
朝
ご
は
ん
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
一
日
の
最
初
の
食
事
。
ね
む
っ

て
い
た
、
か
ら
だ
と
心
を
起
こ
し

て
、
「
さ
あ
、
今
日
も
一
日
が
ん

ば
ろ
う
」
と
思
う
よ
う
に
な
る
、

大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
脳

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ほ
し
が
っ
て
い

ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食

べ
ま
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン

や
な
べ
一
つ
で
、
だ
れ
で
も
サ
ッ

と
作
れ
る
お
か
ず
を
紹
介
し
ま
す
。

ポ
パ
イ
エ
ッ
グ

（
作
り
方
）

①
　
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
、
塩
少
々

を
加
え
た
熱
湯
で
堅
め
に
ゆ
で
、

水
に
と
っ
て
冷
や
す
。
水
気
を
絞

っ
て
４
〜
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

長
さ
に
切
る
。

②
　
フ
ラ
イ
パ
ン

を
熱
し
て
サ
ラ
ダ

油
少
々
で
、
ほ
う

れ
ん
そ
う
を
炒
め
、

塩
、
こ
し
ょ
う
、

醤
油
少
々
で
味
を

つ
け
る
。

③
　
②
に
４
か
所

く
ぼ
み
を
つ
け
て

卵
を
落
と
し
、
ふ

た
を
し
て
弱
火
で

好
み
の
堅
さ
に
蒸

し
焼
き
す
る
。

ピ
ー
マ
ン
と
ツ
ナ
の
さ
っ
と
煮

（
作
り
方
）

①
　
ピ
ー
マ
ン
は
縦
半
分
に
切
り
、

ヘ
タ
と
種
を
取
っ
て
５
〜
６
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
幅
の
横
細
切
り
に
す
る
。

②
　
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
、
ツ

ナ
缶
を
入
れ
、
ピ
ー
マ
ン
も
一
緒

に
炒
め
る
。
ピ
ー
マ
ン
が
少
し
し

ん
な
り
し
た
ら
、
醤
油
少
々
で
味

を
つ
け
て
火
を
止
め
る
。

材料（4人分）
・ほうれんそう　 1束
・卵　 4個
・サラダ油　 少々
・塩、こしょう、醤油　 少々
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本
の
紹
介

本
の
紹
介

給食
大好き

笠松町道徳教育連絡会議

～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡三町教育委員会　　蕁245-1133教育電話相談

教育委員会
だより

　
「
社
会
科
の
授
業
っ
て
難
し

く
て
わ
か
ら
ん
も
ん
！
」
と
の

声
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
よ
く
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
も
、

身
近
な
題
材
を
教
材
と
し
て
提

供
し
た
授
業
で
は
事
情
が
一
変

し
ま
す
。
例
え
ば
、
中
学
一
年

生
で
は
、
戦
国
時
代
を
学
ぶ
歴

史
の
授
業
で
、
漠
然
と
『
織
田

信
長
公
』
を
取
り
上
げ
る
の
で

は
な
く
〝
紀
伊
長
島
町
の
一
向

一
揆
と
織
田
信
長
〞
と
い
う
よ

う
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
自
身
で
デ
ー
タ
を
揃
え
た

り
し
な
が
ら
、
「
え
え
〜
！
そ

う
か
な
あ
？
」
「
で
も
さ
あ
…
」

と
意
見
が
ふ
く
ら
み
、
授
業
が

ど
ん
ど
ん
と
盛
り
上
が
っ
た
も

の
で
す
。

　
さ
て
さ
て
、
紀
伊
長
島
町
に

ま
で
足
を
運
ば
な
く
と
も
、
私

た
ち
の
町
に
も
歴
史
ロ
マ
ン
を

感
じ
さ
せ
る
建
造
物
や
街
道
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
岐
南
町
の
『
如
意
寺
』
に
は
、

荒
削
り
の
な
た
彫
り
で
有
名
な

円
空
作
の
仏
像
「
合
掌
像
・
大

黒
像
・
神
像
」
が
、
柳
津
町
の

『
正
蓮
寺
』
に
は
、
天
保
年
間

に
ケ
ヤ
キ
板
に
彫
刻
さ
れ
た
、

江
戸
後
期
の
名
工
で
信
州
諏
訪

出
身
の
立
川
和
四
郎
富
昌
作
の

見
事
な
欄
間
が
、
そ
し
て
笠
松

町
に
は
、
明
治
の
初
め
に
県
庁

が
置
か
れ
、
岐
阜
市
に
移
る
ま

で
岐
阜
の
中
心
で
あ
っ
た
陣
屋

跡
が
…
。
そ
の
他
に
も
歴
史
の

重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

文
化
財
や
文
化
的
価
値
の
高
い

も
の
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
と

い
う
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
冊
子
が

お
手
元
に
届
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
友
人
や
ご
家
族
と

連
れ
だ
っ
て
、
冊
子
を
片
手
に

是
非
と
も
わ
が
町
を
歩
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
今
、
地
域
住
民
で
あ
る
私
た

ち
が
、私
た
ち
の
町
の
歴
史
に
親

し
み
、友
人
や
知
人
と
の
話
題
に

の
せ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
へ
も
伝

承
し
て
い
け
た
な
ら
、そ
ん
な
素

敵
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

地
域
の
歴
史
に
親
し
む

思
い
出
深
い
須
崎
の
町

　
笠
松
中
学
校
の
三
年
生
が
、
修

学
旅
行
で
、
伊
豆
半
島
の
下
田
に

あ
る
小
さ
な
漁
村
「
須
崎
」
に
行

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
五

年
度
か
ら
で
す
。
三
日
間
は
「
須

崎
の
子
に
な
る
」
を
合
い
言
葉
に
、

民
宿
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
と

家
族
同
様
の
つ
き
あ
い
を
し
て
、

漁
村
生
活
を
十
分
堪
能
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
は
、
自
分
た
ち
の
合

唱
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
て

楽
し
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
い
つ
ま

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
一
杯

の
活
動
で
も
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
研
修
先
は
「
広
島
」

　
そ
ん
な
須
崎
の
魅
力
は
今
で
も

失
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
往
復
に
時

間
が
か
か
り
過
ぎ
る
こ
と
や
、
学

習
活
動
の
内
容
が
限
ら
れ
て
い
る

な
ど
、
問
題
点
も
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
で
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
結
果
、

十
七
年
度
か
ら
修
学
旅
行
の
研
修

先
を
「
広
島
」
に
変
え
ま
し
た
。

三
年
間
の
研
修
活
動
を
系
統
づ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
活
動
と

有
機
的
に
結
び
つ
け
な
が
ら
展
開

で
き
る
も
の
に
し
た
い
、
と
い
う

願
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
生
徒
の
中
に
は
、
先
輩
の
話
を

聞
い
て
、
須
崎
へ
の
あ
こ
が
れ
を

持
っ
て
い
た
子
も
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
広
島
で
の
充
実
し
た

活
動
が
、
新
し
い
良
さ
や
印
象
深

い
思
い
出
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

十
五
歳
の
今
だ
か
ら

　
新
し
い
研
修
の
テ
ー
マ
は
「
平
和
・

人
権
」
で
す
。
誰
も
が
考
え
、
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
で
す
。
当
然
、
中
学
生
で
あ
る

生
徒
た
ち
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
い
う
よ
り
も
、
若
い
、
み
ず
み

ず
し
い
感
性
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

現
地
に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
で

確
か
め
、
話
を
聴
き
、
体
験
者
の

言
葉
だ
け
で
な
く
、
空
気
さ
え
も

感
じ
取
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
戦
争
と
繁
栄
の
二
十
世
紀
か
ら
、

共
存
と
成
熟
の
二
十
一
世
紀
へ
。

そ
の
主
役
を
担
う
生
徒
た
ち
が
、

こ
う
し
た
研
修
を
通
し
て
、
真
剣

に
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

世
の
中
」
に
つ
い
て
考
え
、
自
分

の
生
き
方
と
し
て
歩
み
始
め
て
く

れ
た
ら
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
笠
松
中
学
校
　

　
　
　
　
　
校
長
　
赤
木
　
重
義

修
学
旅
行
先
が
変
わ
り
ま
し
た

なかま

15



国民年金国民年金国民年金国民年金国民年金国民年金国民年金国民年金国民年金
［問合先］
岐阜南社会保険事務所
蕁273-6161

消消
防防
署

水
難
事
故
に
注
意
！

羽島郡広域連合
 蕁388-1195

　学生納付特例とは、大学（大学院）、短大、高等学校、
高等専門学校、専修学校及び各種学校、その他の教育施
設の一部に在学する20歳以上のかた（夜間・定時制課程
や通信課程のかたも含まれます。）で、学生本人の所得
が一定額以下である場合、在学期間中の国民年金の保険
料を猶予する制度です。

　手続き方法
　印鑑（認印で可）と年金手帳、在学証明書（学生証の
コピーでも可）を持参のうえ役場住民課保険年金の窓口
へ「国民年金保険料学生納付特例申請書」（役場にあり
ます。）を提出してください。

　申請をして承認を受けると
・学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事態には、障害基礎年金・遺族基礎年金
を受け取ることができます。
・学生納付特例期間は、将来、老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されます。
※年金額には反映されませんので、ご注意ください。
・学生納付特例期間については、10年以内であれば保険料をさかのぼって納めること（追納）
ができます。
・学生納付特例期間の承認を受けた年度から起算して、3年度目以降に保険料を追納する場合
には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

学生納付特例制度とは

平成17年度中に追納する場合の追納額（月額）

　
こ
れ
か
ら
暑
い
季
節
に
な
り
、
プ

ー
ル
や
川
、
海
な
ど
の
水
辺
で
遊
ぶ

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
と

も
な
い
全
国
的
に
水
難
事
故
が
多
発

す
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
水
辺
で
遊
ぶ
時
は
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１
　
遊
泳
禁
止
の
場
所
で
は
泳
が
な

　
い
。

　
・
水
温
が
低
か
っ
た
り
、
温
度
差

　
が
大
き
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
・
急
に
深
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

　
が
あ
り
ま
す
。

　
・
流
れ
が
速
く
な
っ
て
い
る
と
こ

　
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
・
足
場
が
悪
く
、
け
が
を
し
や
す

　
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

２
　
自
分
の
泳
ぐ
力
を
過
信
し
す
ぎ

　
な
い
。

　
・
水
の
流
れ
は
予
測
が
で
き
ま
せ

　
ん
。
緩
や
か
に
見
え
る
流
れ
で
も
、

　
水
の
力
は
強
く
、
流
さ
れ
て
し
ま

　
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

３
　
プ
ー
ル
や
川
、
海
な
ど
へ
、
い

　
き
な
り
入
ら
な
い
。

　
・
準
備
運
動
を
し
な
か
っ
た
り
、

　
健
康
状
態
を
考
え
な
い
で
、
水
へ

　
入
る
の
は
、
体
に
大
き
な
負
担
を

　
か
け
ま
す
。

　
・
気
温
は
高
く
て
も
、
水
温

　
が
低
い
時
が
あ
り
ま
す
。

４
　
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
。

　
・
お
酒
を
飲
ん
だ
状
態
は
、

　
平
衡
感
覚
が
鈍
っ
て
い
た
り
、

　
自
律
神
経
機
能
の
低
下
で
、

　
血
圧
や
血
液
の
流
れ
の
調
節

　
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て

　
い
た
り
、
正
常
な
判
断
が
で

　
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

５
　
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

　
・
家
の
中
や
、
浅
い
場
所
だ

　
か
ら
と
安
心
し
て
は
い
け
ま

　
せ
ん
。

　
特
に
乳
幼
児
の
場
合
は
、
プ

　
ー
ル
や
川
、
海
な
ど
よ
り
も

　
家
庭
内
で
の
事
故
が
多
く
、

　
浴
槽
、
洗
濯
機
、
ト
イ
レ
、

　
バ
ケ
ツ
な
ど
の
少
量
の
水
で
も
、

　
目
を
離
し
た
わ
ず
か
な
隙
や

　
死
角
に
お
い
て
事
故
が
起
こ

　
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、　

　
楽
し
い
水
辺
遊
び
を
し
ま
し
よ
う
。

1年度目

13,300円

追納加算額はありません

13,300円 13,500円 14,040円 14,600円 15,190円 15,790円 16,040円 16,260円 16,310円

2年度目 3年度目 4年度目 5年度目 6年度目 7年度目 8年度目 9年度目 10年度目
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国民年金国民年金歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

国民年金国民年金

ごみ減量化コーナー

　
ア
イ
ロ
ン
は
、
鉄
製
の
プ
レ
ー

ト
を
加
熱
し
、
そ
の
熱
と
圧
力
に

よ
っ
て
布
地
の
し
わ
を
伸
ば
し
た

り
す
る
も
の
で
す
。
日
本
で
は
『
鏝

や
火
熨
斗
』
が
そ
れ
に
あ
た
り
、

少
な
く
と
も
平
安
時
代
か
ら
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
伝

え
ら
れ
た
西
洋
式
の
ア
イ
ロ
ン
は
、

洋
服
に
適
し
た
形
状
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
普
及
と
と
も
に
広
く
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
従
来
か
ら
あ
っ
た
鏝
や
火
熨

斗
は
、
和
服
中
心
に
使
わ
れ
ま
し

た
。

　
鏝
は
、
着
物
の
仕
立
て
を
す
る

と
き
縫
い
代
を
割
っ
た
り
袖
口
を

仕
上
げ
る
の
に
用
い
る
鉄
製
の
焼

鏝
で
す
。
火
鉢
な
ど
に
炭
火
を
お

こ
し
、
鏝
を
熱
し
て
布
の
上
か
ら

あ
て
ま
し
た
。
鏝
の
焼
け
具
合
は
、

ほ
お
に
近
づ
け
た
り
、
指
に
つ
ば

を
つ
け
て
素
早
く
触
っ
て
み
た
り

し
て
確
か
め
、
別
の
布
に
あ
て
て

熱
を
調
整
す
る
な
ど
し
て
使
用
し

ま
し
た
。

　
火
熨
斗
は
、
炭
火
を
入
れ
て
そ

の
熱
に
よ
り
布
類
の
し
わ
伸
ば
し

や
仕
上
げ
に
用
い
る
道
具
で
す
。
多

く
は
、
真
鍮
製
で
、
底
が
平
ら
な
円

筒
形
の
鍋
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、

柄
が
つ
い
て
い
ま
す
。
中
に
炭
火
を

入
れ
て
布
に
底
を
お
し
あ
て
洗
濯
後

の
し
わ
や
裁
縫
の
あ
と
の
仕
上
げ
に

使
用
し
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
は
、

同
じ
も
の
が
貴
族
の
蒲
団
を
温
め
る

道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
火
熨
斗
の
あ
と
を
受
け
て
火
ア
イ

ロ
ン
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
火
ア
イ
ロ
ン
は
、
プ
レ
ー
ト
の
加

熱
方
法
に
よ
り
、
本
体
を
火
の
近
く

に
置
い
た
り
、
ス
ト
ー
ブ
に
の
せ
た

り
し
て
、
加
熱
す
る
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ

ロ
ン
と
ア
イ
ロ
ン
内
に
炭
火
を
入
れ

て
加
熱
す
る
炭
火
ア
イ
ロ
ン
が
あ
り

ま
し
た
。
炭
火
ア
イ
ロ
ン
は
、
鉄
の

籠
に
ハ
ン
ド
ル
を
つ
け
た
よ
う
な
形

で
し
た
が
、
明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
、

ア
イ
ロ
ン
内
で
の
火
お
こ
し
を
容
易

に
す
る
た
め
後
部
に
空
気
取
り
入
れ

口
を
つ
け
、
前
部
は
煙
突
の
よ
う
な

空
気
抜
き
を
持
っ
た
形
が
普
及
し
始

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
後
半
に
は
、

ス
チ
ー
ム
機
能
付
き
の
も
の
も
登
場

し
ま
し
た
。

　
熱
源
は
、
炭
火
の
ほ
か
明
治
三
十

四
年
（
一
九
〇
一
）
ご
ろ
か
ら
電
気

に
よ
る
電
気
ア
イ
ロ
ン
が
出
て
き
ま
し
た
が
、

一
般
に
普
及
す
る
の
は
、
昭
和
二
十
年
代

後
半
で
し
た
。

　
資
料
館
で
は
、
民
俗
資
料
と
し
て
鏝
、

火
熨
斗
、
炭
火
ア
イ
ロ
ン
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

ア
イ
ロ
ン

庭のお手入れで出た草や枝葉を処分される時には「乾かす・土を払う」を習慣にしましょう。

草の入ったごみ袋が重いのは、抜いたままの草に大量の
土が付いていることが原因です。

草は必ず乾かして、土を払いしましょう!

1人一日100グラムごみ減量運動実施中
　たった100グラムの減量でも、全町民で取り組めば、年間810トンものごみを減らすこと
ができます。

澆澆澆

▲炭火アイロン

▲火熨斗 ▼鏝

こ
て

ひ  

の  

し

し
ん
ち
ゅ
う

ふ
　
と
ん
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おなまえは おなまえは

水野優太郎くん（西宮町）
みず の  ゆう た  ろう

水野　公司・奏子さんの子

　はじめまして！優太郎です。
　ボクはお外へ行くのが大好きなんだ。
毎日、おじいちゃんとおばあちゃん
に連れて行ってもらってるよ。今の
目標は、歩けるようになってベビー
カーから脱出する事かな？
　ガンバルゾー。

高見　俊之・真弓さんの子

　こんにちは。私の名前は理紗子で
す。
　最近は“おつむてんてん”や“バ
イバイ”をして、みんなを喜ばせて
います。こんな私の毎日の楽しみは、
ママと一緒に大好きなお姉ちゃんを
幼稚園までお迎えに行くこと。幼稚
園はお友達がいっぱい!!
　はやく大きくなって幼稚園でみん
なと遊びたいなぁ。

広
報
ク
イ
ズ

　
次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か

た
に
、
商
品
券
（
大
型
店
舗
を
除
い

て
町
内
に
あ
る
店
舗
で
使
用
可
能
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

問
　
五
月
八
日
、
水
防
演
習
が
笠
松

競
馬
場
三
角
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
水
防
団
員
は
何
人
参
加
し
た

で
し
ょ
う
か
？

応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
問
の
答
え
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
六
月
末
日
ま
で
に
企

画
課
広
報
担
当
ま
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　
当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
７
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

　
６
月
12
日
ま
で

当
選
者
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

加
藤
理
香
子
、
加
藤
真
智
子

村
瀬
さ
ゆ
り

表
　
紙

　
五
月
八
日
の
「
母
の
日
」
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
し
よ
う
と
、
子
ど
も
た
ち

が
児
童
館
に
集
ま
り
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ

ャ
カ
プ
セ
ル
を
使
っ
て
一
生
懸
命
に

飾
り
付
け
を
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

の
付
い
た
入
れ
物
に
、
お
母
さ
ん
へ

の
お
手
紙
も
添
え
ま
し
た
。

こ ん に ち はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははこここここここここここここここここここここここここここ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん にににににににににににににににににににににににににににににににににに ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
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まちの人口
平成17年5月1日現在　前月比  

人　口　22,310人（増　95）
　男　　10,740人 （増　40）
　女　　11,570人 （増　55）
 世帯数

　　　　7,701世帯（増　62）

高見理紗子ちゃん（北及）
た かみ  り   さ   こ

平成16年

6月29日生
蟹　座

平成16年

6月8日生
双子座


